






























































1，700.000 18.500.000 59 ~彰
-‘ 
b h 社会科の登録の変化.9-12"学年
、 科 1973 変化必自 1961 
t 
公民科， 9学年 733. 000 449.000 -390o 
298. 000 -22C0 
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、 のは，l 法の学習lJをおれてちあ;;'， i~biζの
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education) は，法に関連した教育(1 a w-r e 1a t e d t-: .， r )" a・ 2
educ-studies)，法律教育 (legal法学習 Claw ?，??，?
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今後は，時代的要請を反映した法教育が重要にえよるだろうと予想し閥的科目の登場によって後退し，
， ， 



























































ろれたが，多くの隠題は， 70年代に入っても未解決のまま残されている(⑥示お---30)。 そして， 乙の ll;似
社会矛盾の顕在化は，学校教育にか大きな衝撃を与え， r体制 (establishment)に癒着した学校J1.11; WIど
を批判の対象として各地に学園紛争が噴出し波及していったのである。と ζろで，乙れらの問題は， i ;t21 
体制を個人としての権利，自由の見地から基本的?と見直すことと関連しているが，その問題解決?と対 tlmitll， 





める方途を社会科に求める。ゲラック CGelach，R. A.) は，当時実施された青少年の価値と態度
に関する種々の調査結果に基づいて，教育が ζれまで法の性格と手続きの識別と把握よりも混乱と誤
解を育ててきた ζ とF その責任の一部は社会科?とあるが，法と法律学のトピックス(つまり公民科に
おける憲法学習 〉はつぎの要因のために効果的でなかったと指摘する(⑦一103L(a)信念陀導きえない














R. D.) とイーストン (Easton. D. )が行った子どもの政治的態度のレディネス研究もその試みのひ
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重ねるにつれて減少する傾向があるJ'(⑨-500)ζ と，またジャロス(J ar 0 S・D.)ちの経済的文化的
に剥奪された地域の子どもたちに関する研究では，彼らは政治的手続きと権威に対して疑いの気持が
極めて強い(⑨-500)という実態が分ってきた。
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で再縛成して始めて分るのである。文脈的思考 Ccontextual thinking) :共働原因，近因，つ


















































































び・劇化Cdr ama t i z a ti on)・模擬ゲームなど多様であり，教師は，それらを適切な授業の場面で
23? 



















































・おこう。ネイラー(Na y 1 0 r . D.T. )は，法の教育
課程を 6つの部分，つまりω法の導入， ~防法の性格
の探索， (c)法律上の概念忘争点の吟味t ~め法手続き
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二主れき の理解， (e)法についての価値と態度の解明， (f)法と法花関連した問題の銀定に基づいた未来の予測に
t拘置E‘分けて，それぞれの部分における教授方略の使われ方を例示している(⑬-170---178)0 (a)， (紛， (f)で
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?、 ? 、 、?? 、して，彼は，前者を「構造一発見」後者を「反省的探究」の社会科として特徴づけている。
、 ? 、? ???
?
? ， 、オリバーと乙ろでクラッグ (Krug.M. M. )によれば，社会科への法律学からのアプロ ーチは，
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(注 1) 例えば. 60年代後半に始まったアメリカ社会の法律財団 (Lawin American Society Foundation) 
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